
桜並木の下で、華やかに

おいらん道中in桜祭り
　４月21日、羽茂小・中学校グラウンド横の桜並木で
「おいらん道中in桜祭り」が行われました。
　羽茂太夫、桜太夫、五社太夫の３人のおいらんが、三
枚羽の高下駄で「外八文字」という独特の歩き方を披露
しました。詰めかけた観客は、あでやかな衣装に身を包
んだ行列と満開の桜の共演に見入っていました。
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４
月
７
日
㈰
、佐
渡
ト
キ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
３
が
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
１
５
５
７
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
大
会
当
日
は
、雨
と
強
風
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
の
部
を
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
距
離
に
短
縮
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
両
津
港
近
く
の
お
ん
で
こ
ド
ー
ム
を
ス
タ
ー
ト・ゴ
ー
ル
地
点

に
、選
手
は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン（
距
離
ハ
ー
フ
）、ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、10

キ
ロ
、５
キ
ロ
、３
キ
ロ
の
各
種
目
に
分
か
れ
て
走
り
切
り
ま
し

た
。

　
気
温
12
度
前
後
と
肌
寒
く
雨
と
強
風
が
吹
く
中
、力
を
出
し

切
っ
た
選
手
の
皆
さ
ん
、お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。そ
し
て
、沿
道
か

ら
暖
か
い
声
援
を
送
っ
て
選
手
を
励
ま
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
、ま

た
、大
会
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

㊗市制施行10年

佐渡トキマラソン2013が開催されました
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■�
佐
渡
ト
キ
マ
ラ
ソ
ン
と�

グ
ア
ム
コ
コ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン�

　
＆
駅
伝
リ
レ
ー
が�

　
　
姉
妹
レ
ー
ス
協
定
を�

������
　
　
　
結
び
ま
し
た

　

４
月
６
日
㈯
、
前
夜
祭
の
会
場
で
、「
佐

渡
ト
キ
マ
ラ
ソ
ン
」
と
毎
年
10
月
に
ア
メ

リ
カ
・
グ
ア
ム
島
で
開
催
さ
れ
る
「
グ

ア
ム
コ
コ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
＆
駅
伝
リ

レ
ー
」
の
姉
妹
レ
ー
ス
協
定
の
調
印
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
ト
キ
」「
コ
コ
バ
ー
ド
」
と
鳥
の
名
前

が
大
会
名
に
つ
く
こ
と
が
縁
で
姉
妹
レ
ー

ス
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
、
グ
ア
ム
政

府
観
光
局
の
ジ
ョ
ン
・
ネ
イ
サ
ン
副
局
長

と
甲
斐
市
長
が
協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
流
の
一
環
と
し
て
、
新
潟
県

内
の
ト
キ
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
の
う
ち
男
女

１
名
ず
つ
に
、
今
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る

コ
コ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
招
待
状
と
航
空

券
が
大
会
後
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

■�

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

４
月
６
日
㈯
、
佐
渡
ト
キ
マ
ラ
ソ
ン

の
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
、
大お
お

南
み
な
み

博ひ
ろ

美み

さ
ん
、

敬た
か

美み

さ
ん
姉
妹
と
、
指
導
者
の
高た
か

橋は
し

昌ま
さ

彦ひ
こ

さ
ん
に
よ
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
が
、
佐
渡

市
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
、
小
学
生
か
ら

大
人
ま
で
お
よ
そ
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
、
大
南
姉
妹
の
経
歴
な
ど
の

紹
介
や
、
双
子
の
違
い
を
ク
イ
ズ
に
し
て

出
題
す
る
な
ど
、
参
加
者
を
大
い
に
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
マ
ラ
ソ
ン
の
練
習
方
法
や
当
日

の
食
事
に
つ
い
て
、
競
技
中
の
給
水
方
法

な
ど
、
一
流
選
手
の
話
に
参
加
者
は
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

実
技
で
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と
準
備
運
動

の
あ
と
、
８
人
の
グ
ル
ー
プ
毎
に
、
つ
ま

先
立
ち
や
つ
ま
先
を
上
げ
て
歩
く
動
作
や
、

腰
を
ひ
ね
っ
て
ジ
ャ
ン
プ
を
し
た
り
、
も

も
を
上
げ
た
り
と
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
基
本

と
な
る
動
作
を
練
習
し
ま
し
た
。

　

う
ま
く
こ
な
す
人
、
慣
れ
な
い
動
き
に

戸
惑
う
人
な
ど
が
い
て
、
今
後
の
練
習
や

競
技
に
大
い
に
役
立
つ
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室

と
な
り
ま
し
た
。

今後開催される佐渡のスポーツ大会
５月12日㈰　2013スポニチ佐渡ロングライド210
午前５時30分スタート
大会会場　佐渡市河原田小学校グラウンド
参加予定人数　3000名
大会ホ－ムページ　http://www.sado-longride.com/

９月１日㈰　2013佐渡国際トライアスロン
午前６時スタート
大会会場　佐渡市河原田小学校グラウンド
参加予定人数　2000名
大会ホ－ムページ　http://www.scsf.jp/triathlon/

甲斐市長とジョン・ネイサン副局長

左から、大南敬美さん、大南博美さん、高橋昌彦さん
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　市では、身近な環境問題について理解を深めて
もらうため、市が委嘱した環境アドバイザーを市
民団体や企業が主催する環境講演会、研修等に講
師として派遣します。
　派遣費用は市が負担しますので、積極的にご利
用ください。

佐渡市環境アドバイザー名簿（敬称略）
氏名 所属・資格 指導分野

齋　藤　真一郎 新潟県認定エコファーマー、㈳佐渡生きもの語り研究所、佐渡トキの
田んぼを守る会会長

自然環境

坂　田　金　正 獣医学博士
後　藤　　　唯 伝統文化と環境福祉の専門学校講師
佐々木　邦　基 ㈳佐渡生きもの語り研究所
花　田　祐　司 獣医師
関　島　恒　夫 新潟大学大学院自然科学研究科准教授
関　谷　國　男 新潟大学教育支援員
本　間　航　介 新潟大学農学部准教授
箕　口　秀　夫 新潟大学朱鷺・自然再生学研究センター副センター長
金　子　洋　平 新潟大学朱鷺・自然再生学研究センター助手
桑　原　孝　史 新潟大学朱鷺・自然再生学研究センター特任准教授
井　上　信　夫 環境省希少野生動植物種保存推進員
十文字　　　修 環境カウンセラー

環境問題
本　間　　　愼 伝統文化と環境福祉の専門学校校長
福　原　晴　夫 元新潟大学教育学部教授

生活環境
安　藤　卓　也 佐渡島木質バイオマスフォーラム会長、佐渡森林・林業教育指導員
井　上　由　香 NPO法人しまみらい振興機構代表理事 環境教育
計　良　武　彦 NPO法人トキどき応援団理事長

トキ髙　野　　　毅 生椿の自然を守る会会長
仲　川　純　子 ㈳佐渡生きもの語り研究所理事長
石　澤　　　進 元新潟大学理学部教授

自然観察

永　田　尚　志 新潟大学朱鷺・自然再生学研究センター准教授
西　川　　　潮 新潟大学朱鷺・自然再生学研究センター准教授
大　脇　　　淳 新潟大学朱鷺・自然再生学研究センター特任准教授
小　林　頼　太 新潟大学朱鷺・自然再生学研究センター特任助教
神　蔵　勝　明 元佐渡高等学校教諭、日本地質学会員
近　藤　敬　一 国指定小佐渡東部鳥獣保護区管理員
土　屋　正　起 国指定小佐渡東部鳥獣保護区管理員
中　川　清太郎 日本自然保護協会自然観察指導員
北　條　睦　夫 佐渡市文化財保護審議会委員
本　間　　　了 水中カメラマン
大　石　麻　美 ㈳佐渡生きもの語り研究所
土　井　里江子 ＮＰＯ法人トキどき応援団

◆派遣の手続き
　派遣を希望される方は、市役所環境対策課まで
お電話ください。講演内容（日程、テーマ、希望
講師など）をお伺いし、講師と調整します。ご希
望に添えない場合もありますので、あらかじめご
了承ください。

「環境アドバイザーを派遣します」
環境アドバイザー派遣制度をご利用ください

市役所環境対策課（環境企画係）☎６３－３１１３
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緑のカーテンで省エネにチャレンジ！
◆緑のカーテンとは
　ゴーヤ、アサガオなどのつる性の植物をネットな
どに這わせ、窓から入り込む夏の強い日差しを遮っ
て、室温の上昇を抑えてくれる自然のカーテンです。

◆緑のカーテン設置による効果
　緑のカーテンを設置すると、太陽光を遮ったり、
植物の蒸散作用により室内の温度を下げたりする効
果が期待できます。この効果によりエアコンの使用
を控えることで、電気代の節約につながります。また、
光を遮ることで窓以外にも、壁や付近の地面の熱ま
で下げる効果があります。これらからの放射熱の減
少も、涼しさをもたらす大きな要素です。

◆緑のカーテンの作り方
　緑のカーテンの作り方について、チラシを作成しました。市役所本庁、各支所・行政サービスセンター
で入手できます。今年の夏は緑のカーテン作りに挑戦してみませんか。

お問い合わせ　市役所環境対策課　環境企画係☎６３－３１１３

佐渡環境賞を募集します（第４回）
　「美しい島佐渡・エコアイランド推進協議会」では、市民、市民団体、学校および事業者が自主的に取り
組む活動をたたえ、環境意識の向上や環境保全活動の促進を図ることを目的に「佐渡環境賞」を募集します。
自薦他薦を問わずご応募ください！

◆対象となる活動
・自然再生、ビオトープの設置など
・ごみの減量化・リサイクルの推進、環境に関する社会
貢献など

・河川・湖沼など身近な自然に対する保全活動
・環境学習等環境保全意識の高揚に資する活動
・その他の環境保全活動

◆応募資格
　市内で活動する市民、市民団体、
学校および事業者、自薦他薦を問
わず、どなたでも応募または推薦
できます。

◆応募（推薦）方法
(1)�　所定の応募（推薦）用紙に記入のうえ、活動内容がわかる資料（Ａ４版５枚限度）を添付して市役
所環境対策課へお送りください。お送りいただいた書類はお返しできませんので、あらかじめご了承
ください。

(2)�　応募用紙は市役所環境対策課、各支所、各行政サービスセンターにあります。
◆応募の締め切り　６月 28日㈮
◆審査結果の通知　応募者に直接通知します。
◆審査・発表・表彰
　書類審査により佐渡環境大賞１点、佐渡環境賞２点程度を決定します。受賞者は、本年開催の環境フェ
アで表彰します。表彰式では、取り組み内容を発表していただきます。

◆応募書類の送付先・お問い合わせ
〒９５２－１２９２　佐渡市千種２３２番地
佐渡市役所　環境対策課　環境企画係（美しい島佐渡・エコアイランド推進協議会事務局）
☎６３－３１１３

※�上記の例にとらわれず、幅広い活動が対象となりますので積極的に応募（推薦）してください。
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老朽危険廃屋の解体を支援します�� 市役所　環境対策課
環境企画係☎６３－３１１３

　市では、良好な景観を保持し、快適な環境づくりを推進する
ため、木造危険廃屋の解体に対し、補助制度を設けています。

対象建物� 個人または集落が所有する木造建築物で、おおむね
25 年以上経過し、屋根、柱その他の主要構造部等
が朽ち、周辺の生活環境に影響を与えている建築物

対 象 者� 木造建築物の所有者または所有者から委任を受けた
方（建替えを目的とする場合は該当しません。）

対象経費� 施工業者が行う解体、撤去に要する経費
補 助 率� 対象経費の 50％（上限は 50万円）
申請期間� ４月 25 日㈭～５月 31日㈮
申請方法� 申請書に必要事項を記入のうえ、関係書類を添付して市役所環境対策課に提出してください。

申請用紙は環境対策課、各支所、行政サービスセンターまたは市のホームページで入手できます。
注意事項� 補助金の交付決定前に解体工事を行った場合は対象となりません。申請件数が多い場合、危険

度の高いものを優先し決定します。

心配ごと相談日（5/15～6/15）
　生活のさまざまな心配ごとや困りごとを気軽に相談できる
窓口を開催しています。お住まいの地区以外での相談もで
きますので、ぜひご利用ください。相談は無料、予約は不
要です。直接、開催日にお越しください。秘密は守られます。

地区 相談日 時間 会場

両津
５月23日㈭
６月���２日㈰
６月13日㈭

13:00 ～ 16:00 両津福祉センター
しゃくなげ

６月���7日㈮ 18:00 ～ 20:00

相川
５月16日㈭
５月22日㈬

9:00 ～ 12:00 ワイドブルー
あいかわ６月��３日㈪

６月10日㈪

新穂 ６月���５日㈬ 9:00 ～ 12:00 新穂行政サービス
センター

畑野 ５月27日㈪ 9:00 ～ 12:00 畑野農村環境改善
センター

真野 ６月��６日㈭ 9:00 ～ 12:00 真野老人福祉
センター寿楽荘

羽茂 ６月12日㈬ 13:30 ～ 16:30 羽茂農村環境改善
センター

赤泊 ５月15日㈬ 13:30 ～ 16:30 赤泊福祉保健
センターやすらぎ

事業に関するお問い合わせ
　社会福祉協議会本所　☎８１－１１５５
　※�こちらの電話ではご相談は受付けておりません。相談を希望さ
れる方は、直接会場にお越しください。

佐渡スポーツハウス教室　受講生募集！
■成人水泳教室　６月生募集

日 程� ６月６日、13日、20日（木曜日）
時 間� 19:00 ～ 20:00
対 象� 18 歳以上
定 員� 15 名（初級～中級者）
受講料� 1,200 円（プール使用料が別途必要です）
※通年で毎月企画しています。

■科学的健康シェイプアップ教室② ６月生募集
日 程� ６月～７月　毎週木曜日
� 昼の部・夜の部　各 90分　７回
受講料� 3,000 円�
� （トレーニング室使用料が別途必要です）

■ジュニア・サッカー教室・第１期（体育館）
日 程� ４月下旬～７月３日　毎週水曜日
� 19:00 ～ 20:30　10 回
対 象� 小学４年生～中学３年生
定 員� 40 名　　受講料��4,000 円
■１時間ショートレッスン（水泳・トレーニング）

対 象� 初心者～中級者
受 講料� １名 500 円（プール・トレーニン
グ室使用料が別途必要です）

【申 込方法】館内設置の申込用紙に受講料を
添えてお申し込みください。

お問い合わせ
　佐渡スポーツハウス☎５５－２５６６
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　医師から病状や治療の説明を聞いた時に、不安や疑問を
持ったり、判断をせまられ悩んだことはありませんか。もっ
と分かりやすく聴きたい、自分の気持ちを整理して医療者
に伝えたい、そう思ったことはありませんか。
　悩んだこと、感じたことを本音でおしゃべりしてみま
しょう。
　そして誰もが自分らしい尊厳を守って、十分理解・納得
して治療を受けるため “自分らしい生を全うする
治療・生き方 ”ってどんなことか、考えてみましょう。
講座の対象者
　・家族・本人が治療を受け不安や疑問を持った経験のある方
　・今後の自分を考えてみたい方　・高齢者の方　
　・保健・医療・福祉従事者の方　・講座の内容に関心がある方

講座のプログラム　６月～９月開催　時間　午後２時～４時

回 日時 内容（１部）午後２時～３時 内容（２部）午後３時～４時
お茶を飲みながら“本音でおしゃべり”

１回 ６月１日㈯
“笑いのヨガ”リラックスして健康保持増進…！！
講師　村山昭子・岡陽子
　　　笑いのヨガティーチャー

「今までの自分、今の自分について」

２回 ７月13日㈯
胃ろうってどんなの、良いの悪いの？？
講師　�中村享子　聖ヨハネ会桜町病院　師長補佐　

メッセンジャーナースＡ認定

「貴方はどうしたい？家族がこのよう
な状態になったらどうしますか？」

３回 ８月３日㈯
“アロママッサージでリラックス、膝腰痛の悩み解消”
講師　�大山朋子　看護師・アロマセラピスト�

インストラクター

「自分と家族の健康を
　　　　　考えてみましょう」

４回 ９月７日㈯
“自分・家族の為に延命治療って何かを知ろう”
講師　廣田光子　看護師　メッセンジャーナース
ＳＡ認定　富山県赤十字血液センター採血課長

「これからの自分・家族のことを
　　　　　　　　　　考えよう」

会 場� 佐渡中央文化会館（アミューズメント佐渡）　文弥人形室
募集人数� 各回 30 人程度　※各回１回ずつのお申し込みをお願いします。
募集締切� 各回開催の２週間前を締切りとします。締切りを過ぎている場合はお問い合わせください。
参 加 費� 参加費は無料です。
申込方法� ①氏名、②連絡先住所（電話・ＦＡＸ・メール等）、③参加希望の講座等をお知らせください。
お申し込み先　市役所市民生活課　健康推進室☎６３－３１１５�
　内容等、詳しいお問い合わせは、担当の小田まで郵送・電話・メール等でお願いします。�
　☎０９０－７５２４－４９６６　　メール　n_oda_1954_119@yahoo.co.jp�
　住所　〒９５０－２０５４　新潟県新潟市西区寺尾東３－２０－２１　小田直美�
　この講座は、「公益財団法人　在宅医療助成　勇美記念財団」の助成により運営して
います。
後援　佐渡市・佐渡市社会福祉協議会
主催　「看護職のためのホリスティックケアセンター」

一緒に考えようこれからの自分!!
～医療者・家族に自分の思いを伝えるために～

市民講座
「本音でしゃべろう会」

多数歓迎します
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　月は「赤十字運動月間」�
�～今年も活動資金にご協力をお願いいたします～

日本赤十字社　新潟県支部
お問い合わせ　市役所社会福祉課　地域福祉係☎６３－５１１３

　赤十字の活動は、毎年、自治 ･町内会を通じて、県民の皆さまからお寄せいただ
く社費（赤十字会費）と寄付金、企業や団体の皆さまから寄せられる寄付金で成り立っ
ています。
　今年も東日本大震災で県内へ避難されている方々への支援や、次の災害に備えた
救援物資の備蓄や医療チームの訓練など、救護体制の強化に努めてまいりますので、赤十字活動資金への
ご理解とご協力をお願いいたします。
※お預かりした義援金は、100％被災地にお届けしています。

慰霊巡拝事業のお知らせ�
お問い合わせ　新潟県福祉保健部　福祉保健課　援護恩給室　☎０２５－２８０－５１８０

　旧主要戦域における慰霊巡拝事業（厚生労働省主催）の平成 25年度実施地域と実施予定時期が次のと
おり決まりました。参加を希望される遺族の方は、お問い合わせください。

№ 実施地域 実施予定時期 県への提出期限

１
モンゴル（１班）

９月２日㈪～９月７日㈯ ５月 24日㈮
モンゴル（２班）

２ ハバロフスク地方 ９月２日㈪～９月９日㈪ ５月 24日㈮

３ 沿海地方 ９月 25日㈬～ 10月２日㈬ ６月７日㈮

４ 中国東北地区 ９月 16日㈪～９月 25日㈬ ５月 24日㈮

５
インドネシア（１班）

10月３日㈭～ 10月 11日㈮ ６月 17日㈪
インドネシア（２班）

６ ビスマーク・ソロモン諸島 10月 19日㈯～ 10月 26日㈯ ６月 24日㈪

７ 硫黄島（第２次） 11月 12日㈫～ 11月 13日㈬ ７月 26日㈮

８
東部ニューギニア（１班）

11月９日㈯～ 11月 16日㈯ ７月 26日㈮
東部ニューギニア（２班）

９
ミャンマー（１班）

１月 24日㈮～２月２日㈰ ９月 24日㈫
ミャンマー（２班）

10

フィリピン ( １班 )

２月 19日㈬～２月 28日㈮ 10月 11日㈮フィリピン ( ２班 )

フィリピン ( ３班 )

11 硫黄島（第３次） ２月 25日㈫～２月 26日㈬ 10月 18日㈮

５



平成２４年度�
佐渡市優良工事・優秀技術者表彰

　市が発注する
建設工事では、施
工管理や工事内
容を評価する制
度（工事成績評
定）が設けられて
います。
　この制度に基
づき 24 年度から
施行された表彰
要綱により、特に優秀な工事と認められた工事を施工された
企業に「優良工事表彰」が、またその優良工事を担当した技
術者に「優秀技術者表彰」が授与されました。

○優良工事（２件）
�・ 会社名：遠藤建設　株式会社
� � 工事名：佐渡市陸上競技場建設（土木）工事
 ・ 会社名：株式会社　広瀬組
� � 工事名：�２３災　森林基幹道内海府１号線第１号箇所

　災害復旧工事

○優秀技術者（１名）敬称略
� ・武井俊之（株式会社�広瀬組）

佐渡国際観光親善大使に任命
　昨年４月から国際交流員として通訳や翻訳などの業務に取
り組み、佐渡観光の活性化に貢献してきた呉

ご

丕
ひ

さんが、４月
11日をもって退任しました。
　市では中国へ帰国後も佐渡観光をＰＲしてもらおうと佐渡
国際観光親善大使に任命しました。
　呉さんは、今後佐渡への誘客活動や、新聞に佐渡を紹介す
る記事を掲載するなど佐渡の魅力を発信します。

子ども鮭放流�
プロジェクトin佐渡

　３月 24 日㈰、両津地区の久知川下流
域で「子ども鮭放流プロジェクト in 佐
渡」が開催されました。
　佐渡市両津地区漁業振興協議会の主催
で、地域の水産資源を知り、豊かな海を
守るために身近なことから取り組んで
いくことの大切さを感じてもらうため
に行っているもので、親子連れなどお
よそ 50 人が参加し、久知川に鮭が戻っ
てくることを願いながら、稚魚およそ
１万５千匹を放流しました。

「春の全国交通安全運動」�
出発式が行われました
　４月５日㈮、両津地区のおんでこドー
ムで、春の全国交通安全運動出発式が行
われました。
　両津湊の老人会「若宮新生会」の皆さ
んと湊保育園の園児が参加し、誓いの言
葉が述べられたあと、交通安全を呼び
かける街頭指導が行われました。かわい
らしくトキに扮した園児たちが、ドライ
バーに交通安全のチラシを手渡しました。

9
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お
　
知
　
ら
　
せ

児
童
手
当
受
給
者
の
皆
さ
ま
へ

　

児
童
手
当
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
２
月
、

６
月
、
10
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
現
在
受
給
者
で
あ
る

場
合
、
２
月
か
ら
５
月
分
（
新
規
に
認
定

さ
れ
た
方
は
認
定
通
知
書
に
記
さ
れ
て
い

る
支
給
開
始
月
か
ら
５
月
分
）
ま
で
を
、

６
月
10
日
㈪
に
支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、
支
給
額
は
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
の
で
、
６
月
の
支
払
通
知
の
郵
送
は

省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
社
会
福
祉
課
子
育

て
支
援
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

ま
だ
現
況
届
の
提
出
を
さ
れ
て
い
な
い

方
や
、
添
付
書
類
が
不
備
な
方
は
手
当

の
支
給
が
差
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
早

め
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。（
今
年

度
の
現
況
届
は
６
月
に
案
内
を
郵
送
予

定
で
す
。）

児
童
手
当
支
給
額 

（
い
ず
れ
も
児
童
一
人
当
た
り
月
額
）

児
童
手
当【
所
得
制
限
限
度
額
未
満
の
方
】 

・
３
歳
未
満
（
一
律
）�

１
万
５
千
円

・
３
歳
か
ら
小
学
校
卒
業
ま
で

　
（
第
１
、２
子
）�

１
万
円

　
（
第
３
子
以
降
）�

１
万
５
千
円

・
中
学
生
（
一
律
）�

１
万
円

特
例
給
付【
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
方
】

（
平
成
24
年
６
月
～
）

・
一
律　

５
千
円

所
得
制
限
限
度
額

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

　

子
育
て
支
援
係
☎
63
―
５
１
１
３

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎（
Ｂ
型・Ｃ
型
） 

相
談・検
査
の
ご
案
内

日
時

　

５
月
13
日
㈪　

午
後
１
時
～
７
時

　

５
月
27
日
㈪　

午
後
１
時
～
４
時

会
場　
佐
渡
保
健
所

　
　
　
（
相
川
二
町
目
浜
町
20
―
１
）

料
金　
無
料�

お
申
し
込
み

　

検
査
日
の
前
週
の
金
曜
日
ま
で
に
事
前

の
予
約
が
必
要
で
す
。
相
談
電
話
☎
74
―

４
３
０
０
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

エ
イ
ズ
相
談・検
査
の
ご
案
内

日
時

　

５
月
13
日
㈪　

午
後
１
時
～
７
時

　

５
月
27
日
㈪　

午
後
１
時
～
４
時

会
場　
佐
渡
保
健
所

　
　
　
（
相
川
二
町
目
浜
町
20
―
１
）

料
金　
無
料�

お
申
し
込
み

　

検
査
日
の
前
週
の
金
曜
日
ま
で
に
事
前

の
予
約
が
必
要
で
す
。
相
談
電
話
☎
74
―

４
３
０
０
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

第
16
回
趣
味
の
山
野
草
と 

　
　
　
　
　
　

ミ
ニ
盆
栽
展

日
時

　

５
月
18
日
㈯�

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

５
月
19
日
㈰�

午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場　
泉
公
民
館
（
黒
木
御
所
向
い
）

内 

容　

展
示
会
（
春
の
山
野
草
、
ミ
ニ

盆
栽
、
斑
入
り
葉
・
変
わ
り
葉
植
物
）、

栽
培
相
談
、
植
物
同
定
（
名
前
の
わ
か

ら
な
い
植
物
の
名
前
を
調
べ
て
お
教
え

し
ま
す
）

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
山
野
草
愛
好
会
（
北
條
）

　

☎
63
―
３
３
１
２

佐
渡
市・新
潟
市
交
流
事
業 

加
藤
登
紀
子
さ
ん 

　
　
　
　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　

自
然
と
文
化
の
体
験
を
と
お
し
て
、
佐

渡
市
と
新
潟
市
と
の
市
民
交
流
を
図
り
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
19
日
㈰

　
　
　

午
後
２
時
30
分
～
３
時
45
分

会
場　
原
黒
諏
訪
神
社
能
舞
台

　
　
　
（
佐
渡
市
原
黒
７
２
４
）

入
場
無
料

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
農
林
水
産
課
生
物
多
様
性
推
進
室

　

☎
63
―
５
１
１
７

職
員
人
事
異
動

○
５
月
１
日
付
け
新
採
用

　

消
防
本
部
予
防
課　

岩
﨑　

隼

税扶養
親族等の数

所得制限
限度額 収入額の目安

0人 622 万円 833 万 3千円

1 人 660 万円 875 万 6千円

2 人 698 万円 917 万 8千円

3 人 736 万円 960 万円

4 人 774 万円 1,002 万 1千円

5 人 812 万円 1,042 万 1千円

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報
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お
　
知
　
ら
　
せ

軽
自
動
車
税
と
自
動
車
税
の

納
期
限
は
５
月
31
日
㈮
で
す

　

平
成
25
年
度
軽
自
動
車
税
と
自
動
車
税

の
納
税
通
知
書
が
５
月
中
旬
に
発
送
さ
れ

ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
納
税
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
あ
ら
か

じ
め
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

納
税
通
知
書
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た

ら
、
開
封
の
う
え
、
内
容
を
ご
確
認
い
た

だ
き
、
間
違
い
や
不
明
な
点
等
お
気
づ
き

の
際
に
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
税
務
課
市
民
税
係

☎
63
―
５
１
１
０

　

ま
た
は
、
各
支
所
・
各
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
税
務
窓
口

【
コ
ン
ビ
ニ
納
税
が
で
き
ま
す
】

　

平
成
25
年
度
よ
り
、
全
国
の
主
な
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
軽
自
動
車
税
が
納

税
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
た
だ
し
、

6
月
1
日
以
降
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。）

自
動
車
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
地
域
振
興
局
県
税
部
収
税
課

☎
74
―
３
３
１
０

　

納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
金
融

機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
地
域

振
興
局
県
税
部
窓
口
等
で
お
早
め
に
納
税

し
て
く
だ
さ
い
。

【
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
税
が
で
き
ま
す
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
公

金
支
払
い
）
を
利
用
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
自
動
車
税
が
納
税
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。（
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、
Ｍ
ａ
ｓ

ｔ
ｅ
ｒ
Ｃ
ａ
ｒ
ｄ
、
Ｊ
Ｃ
Ｂ
、
ダ
イ
ナ
ー

ス
、
Ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ｎ�

Ｅ
ｘ
ｐ
ｒ
ｅ

ｓ
ｓ
の
ロ
ゴ
の
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。）

※�
た
だ
し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
お

よ
び
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
税
は

６
月
１
日
以
降
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
新
潟
県
税
務
広
報
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
県
税
の
窓
口
」（http://w

w
w
.pref.

niigata.lg.jp/zeim
u/

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。消

防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

佐
渡
市
で
は
、
消
防
団
へ
の
入
団
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
は
、
普
段
は
自
分
の
職
業
や
学

業
を
持
ち
な
が
ら
、
平
常
時
に
は
地
域
の

防
火
・
防
災
の
担
い
手
と
し
て
、
ま
た
、

災
害
発
生
時
に
は
、
消
火
・
警
戒
な
ど
の

消
防
活
動
を
行
い
、
地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
消
防
団
員
数
は
減
少
傾
向
に
あ

り
、
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

将
来
の
担
い
手
と
な
る
若
い
団
員
の
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
の
身
分
は
、
特
別
職
の
公
務

員
で
す
。

　

入
団
資
格
は
、
年
齢
18
歳
以
上
で
佐
渡

市
に
居
住
し
て
い
る
人
な
ら
ば
、
男
性
で

も
女
性
で
も
入
団
で
き
ま
す
。

　

入
団
の
お
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
あ

な
た
が
居
住
す
る
行
政
区
に
あ
る
消
防
署

ま
で
、
お
気
軽
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

中
央
消
防
署　

☎
51
―
０
１
１
９

両
津
消
防
署　

☎
27
―
３
５
５
５

相
川
消
防
署　

☎
74
―
３
１
２
４

南
佐
渡
消
防
署
☎
88
―
３
１
１
９

死
亡
し
た
野
鳥
を
見
つ
け
た
ら

（
野
鳥
と
の
接
し
方
に
つ
い
て
の
お
願
い
）

野
鳥
と
の
接
し
方
に
つ
い
て

　

不
必
要
に
野
鳥
を
追
い
立
て
た
り
、
つ

か
ま
え
よ
う
と
し
た
り
す
る
こ
と
は
避
け

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
野
鳥
の
ふ
ん
が
靴
の
裏
や
車
両

に
つ
く
こ
と
に
よ
り
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
が
他
の
地
域
へ
運
ば
れ
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
野
鳥
に
は
近
づ
き

す
ぎ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
特

に
靴
で
ふ
ん
を
踏
ま
な
い
よ
う
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

野
鳥
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
は
？

　

死
亡
し
た
野
鳥
な
ど
に
は
素
手
で
さ
わ

ら
な
い
よ
う
に
し
、
佐
渡
地
域
振
興
局
環

境
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
市
役
所
環
境
対
策

課
・
各
支
所
・
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

野
鳥
な
ど
の
野
生
動
物
の
排
泄
物
な

ど
に
触
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
？

　

日
常
生
活
に
お
い
て
野
鳥
な
ど
野
生
動

物
の
排
泄
物
な
ど
に
触
れ
て
し
ま
っ
た
場

合
は
、
殺
菌
効
果
の
あ
る
石
け
ん
で
手
洗

い
を
行
う
と
と
も
に
う
が
い
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
野

鳥
観
察
な
ど
の
通
常
の
接
し
方
で
は
人
に

感
染
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
過

度
に
心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

正
し
い
情
報
に
基
づ
い
た
冷
静
な
行
動
を

お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
地
域
振
興
局
環
境
セ
ン
タ
ー

　

環
境
課
☎
74
―
３
４
２
８

　

市
役
所
環
境
対
策
課

　

☎
63
―
３
１
１
３

　

ま
た
は
市
役
所
各
支
所
・
各
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
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お
　
知
　
ら
　
せ

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　
市
営
住
宅　

◆
白
山
第
１
住
宅
（
両
津
）

所
在
地　
梅
津
１
８
２
９
番
地
１

規　
格　
耐
火
構
造
３
階
建
て

　
　
　
　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
16
年
度
建
設

募
集
戸
数　
１
戸
（
１
階
）

月
額
家
賃　
２
万
４
７
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　
　
　

４
万
８
５
０
０
円

◆
お
り
と
住
宅
（
相
川
）

※
単
身
で
の
申
込
み
可
能

所
在
地　
相
川
下
戸
炭
屋
町
22
番
地

規　
格　
耐
火
構
造
４
階
建
て

　
　
　
　

３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
53
年
度
建
設

募
集
戸
数　
２
戸
（
３
階
、
４
階
）

月
額
家
賃　
１
万
４
８
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　
　
　

２
万
９
０
０
０
円

◆
栄
町
団
地
（
相
川
）

所
在
地　
相
川
栄
町
５
番
地

規　
格　
耐
火
構
造
３
階
建
て

　
　
　
　

３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
３
年
度
建
設

募
集
戸
数　
１
戸
（
１
階
）

月
額
家
賃　
１
万
７
６
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　
　
　

３
万
４
６
０
０
円

◆
千
種
西
下
住
宅
（
金
井
）

所
在
地　
千
種
１
２
６
番
地
１

規　
格　
木
造
２
階
長
屋
建
て

　
　
　
　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
16
年
度
建
設

募
集
戸
数　
１
戸
（
２
階
）

月
額
家
賃　
２
万
５
８
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　
　
　

５
万
６
０
０
円

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅　

◆
木
戸
沢
第
３
住
宅
（
金
井
）

所
在
地　
千
種
１
０
３
８
番
地
１

規　
格　
木
造
２
階
長
屋
建
て

　
　
　
　

３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
９
年
度
建
設

募
集
戸
数　
１
戸
（
１
階
）

月
額
家
賃　
５
万
３
０
０
０
円
（
定
額
）

◆
新
町
団
地
（
真
野
）

所
在
地　
真
野
65
番
地
１

規　
格　
木
造
平
屋
一
戸
建
て

　
　
　
　

３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
12
年
度
建
設

募
集
戸
数　
１
戸

月
額
家
賃　
５
万
６
０
０
０
円
（
定
額
）

◆
小
熊
団
地
（
赤
泊
）

※
単
身
で
の
申
込
み
可
能

所
在
地　
徳
和
６
４
７
番
地
１

規　
格　
木
造
２
階
長
屋
建
て

　
　
　
　
（
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
／
複
層
住
戸
）

　
　
　
　

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
17
年
度
建
設

募
集
戸
数　
１
戸

月
額
家
賃　
３
万
３
０
０
０
円
（
定
額
）

【
応
募
資
格
】

※
共
通
条
件「
①
②
③
」に
加
え
、そ
れ
ぞ
れ

の
住
宅
の
入
居
申
込
み
条
件
に
該
当
す

る
こ
と
。

・
白
山
第
１
住
宅
、栄
町
団
地
、千
種
西

下
住
宅「
④
⑤
」

・
お
り
と
住
宅「
⑤
」

・
木
戸
沢
第
３
住
宅
、新
町
団
地「
④
⑥
」

・
小
熊
団
地「
⑥
」

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
か
、

住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、公
租
公
課

（
市
税
な
ど
）を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②
申
込
者（
同
居
す
る
親
族
を
含
む
）が
暴

力
団
員
で
な
い
こ
と

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

④
同
居
す
る
親
族（
婚
約
者
を
含
む
）が
い

る
こ
と

⑤
収
入（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控
除

を
行
っ
た
額
）の
月
額
が
15
万
８
０
０
０
円

（
高
齢
者
世
帯
、障
が
い
者
の
い
る
世
帯
、小

学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
な
ど

は
21
万
４
０
０
０
円
）以
下
で
あ
る
こ
と

⑥
収
入（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控
除
を

行
っ
た
額
）の
月
額
が
15
万
８
０
０
０
円
以

上
48
万
７
０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ
と

申 

込
書
類　
住
宅
入
居
申
込
書
と
必
要
書

類
（
住
民
票
の
写
し
な
ど
）
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
５
月
31
日
㈮
午
後
５
時

入 

居
可
能
日　
６
月
下
旬
（
応
募
者
多
数

の
場
合
、
抽
選
と
な
り
、
期
間
が
延
び

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

注 

意
事
項　
入
居
に
際
し
、
次
の
こ
と
が

必
要
で
す
。

○
連
帯
保
証
人
（
市
内
在
住
親
族
２
名
）

○
敷
金
の
納
入
（
家
賃
の
３
か
月
分
）

※�
事
前
に
住
宅
内
部
の
見
学
が
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
建
設
課　

住
宅
係

　

☎
63
―
５
１
１
８

ま
た
は
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
公
営
住
宅
担
当
窓
口
へ

例　コンバイン・モーター・アルミサッシ・乾燥機・ボイラー・ホイール
　　草刈機・電気の線・動噴・チェーンソー・ワイヤー・ウインチ・脱穀機

トラクター・耕運機（ディーゼル）・船外機・バイク・重機

(株)アクティーインターナショナル　佐渡営業所　担当　新宮
お気軽にお電話ください！　☎０２５９－６６－２６９５

いたします！

いたします！☆更に！ 鉄・非鉄金属は

出張 高価買取
出張 無料回収
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数
年
前
に
投
資
被
害
に
遭
っ
た
被
害
者

あ
て
に
、「
か
つ
て
の
投
資
被
害
が
回
復
で

き
ま
す
」と
い
う
勧
誘
資
料
が
送
付
さ
れ
、

被
害
者
が
連
絡
す
る
と
、「
被
害
金
を
取
り

戻
す
た
め
」の
手
数
料
と
し
て
、お
金
を
振

り
込
む
よ
う
要
求
さ
れ
る
と
い
う
ト
ラ
ブ

ル
が
多
発
し
て
い
る
と
、新
潟
県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

佐
渡
市
内
で
も
同
様
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

 

ア
ド
バ
イ
ス

◇�

悪
質
業
者
は
、過
去
に
ワ
ー
ル
ド
オ
ー

シ
ャ
ン
フ
ァ
ー
ム
や
Ｌ
＆
Ｇ
の
投
資
被
害

に
遭
っ
た
被
害
者
の
名
簿
を
入
手
し
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

◇�「
警
察
当
局
や
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
い
ま
す
」と
、

公
的
機
関
の
名
称
を
利
用
し
て
被
害
者

を
信
用
さ
せ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

◇�

か
つ
て
の
投
資
被
害
が
回
復
で
き
る
等

と
い
っ
た
勧
誘
資
料
が
送
付
さ
れ
て
も
、

そ
の
勧
誘
に
は
決
し
て
応
じ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◇�

警
察
、消
費
者
庁
、国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
、投
資

被
害
者
に
対
し
、民
間
の
事
業
者
と
連

携
し
て
被
害
救
済
を
行
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◇�

勧
誘
を
受
け
た
り
、断
っ
て
も
し
つ
こ
く

勧
誘
さ
れ
た
り
す
る
場
合
は
、す
ぐ
に

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
警
察
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　
（
平
日
）午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

☎
57
―
８
１
４
３

■ 「
ト
キ
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」
が 

　
　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

　

３
月
30
日
㈯
、
ト
キ
の
森
公
園
内
に
、

自
然
に
近
い
ト
キ
を
間
近
で
見
る
こ
と
が

で
き
る「
ト
キ
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」が
オ
ー

プ
ン
し
、
両
津
文
化
会
館
で
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
・
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
な
っ
た
両
津

文
化
会
館
に
は
、
島
内
外
か
ら
お
よ
そ

３
５
０
名
が
来
場
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、

石
原
環
境
大
臣
や
泉
田
県
知
事
な
ど
来
賓

に
よ
る
祝
辞
や
、
施
設
と
着
ぐ
る
み
の
愛

称
優
秀
賞
の
受
賞
者
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
里
田

ま
い
さ
ん
と
佐
渡
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
生
き
も
の
調

査
隊
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
記
念
能
公

演
、
新
穂
瓜
生
屋
子
ど
も
鬼
太
鼓
や
羽
茂

高
校
生
に
よ
る
郷
土
芸
能
披
露
が
行
わ
れ
、

来
場
者
は
舞
台
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ト
キ
の
森
公
園
で
は
、
30
日
と
31
日

の
２
日
間
限
定
で
施
設
を
無
料
開
放

し
、
県
内
外

か
ら
お
よ
そ

２
６
０
０
人

の
市
民
や
観

光
客
の
家
族

連
れ
な
ど
で

賑
わ
い
ま
し

た
。
ト
キ
ふ

れ
あ
い
プ
ラ

ザ
は
、
自
然

に
近
い
環
境

を
整
備
し
た

ケ
ー
ジ
で
飼

育
さ
れ
て
い

る
ト
キ
を
窓

越
し
に
観
察

す
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、

来
場
者
は
間
近
に
迫
る
ト
キ
を
見
て
感
動

し
て
い
る
様
子
で
し
た
。
ま
た
、
公
園
内

に
は
、
ト
キ
野
生
復
帰
の
シ
ン
ボ
ル
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
着
ぐ
る
み
の「
サ
ド
ッ
キ
ー
」

も
登
場
し
、
子
ど
も
た
ち
の
人
気
を
集
め

て
い
ま
し
た
。

●
ト
キ
の
森
公
園
施
設
の
ご
案
内

　

開
館
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
（
入
館
締
切
は
午
後
４
時
30
分
）

　

環
境
保
全
協
力
費
と
し
て
、
高
校
生
以

上
４
０
０
円
、小
・
中
学
生
１
０
０
円
（
協

力
費
は
全
額
「
佐
渡
市
ト
キ
環
境
整
備
基

金
」
と
し
て
ト
キ
の
野
生
復
帰
の
取
り
組

み
に
使
わ
れ
ま
す
。）

ト
キ
資
料
展
示
館　
　

☎
22
―
４
１
２
３

ト
キ
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
☎
24
―
６
５
５
０

佐
渡
市
新
穂
長
畝
３
８
３
―
２

◆�

市
役
所
農
林
水
産
課
生
物
多
様
性
推
進

室
ト
キ
政
策
係
（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

　

☎
24
―
６
０
４
０

生活情報
　　さど

着ぐるみ愛称優秀者への表彰

「
あ
や
し
い
」と
思
っ
た
ら
、契
約
前
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

「
投
資
被
害
が
回
復
で
き
る
」と
い
う

勧
誘
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
ま
す
！

広げよう 
　地域に根ざした 
　　　　 思いやり
　５月12日は「民生委員・児童
委員の日」です
　民生委員・児童委員は、厚生
労働大臣から委嘱され、地域や
関係する機関との連携を図り
ながら皆さんの生活や子育て
などの相談・支援活動を行なっ
ています。
　また、児童福祉に関すること
を専門に担当する主任児童委
員は、子育ての支援や児童健
全育成活動などに取り組んで
います。
　民生委員・児童委員は、相談
内容や個人の秘密は固く守る
よう義務づけられています。生
活の中で心配ごとやお困りのこ
とがありましたら、お住まいの
地区を担当している民生委員・
児童委員にお気軽にご相談く
ださい。
お問い合わせ先
市役所社会福祉課地域福祉係
☎６３－５１１３

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て
102

トキふれあいプラザ観察窓からのトキ
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「
上
相
川
地
区
」
が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

　

江
戸
時
代
に
相
川
金
銀
山
を
支
え
た
山

師
や
鉱
山
労
働
者
な
ど
が
居
住
し
た
、
重

要
な
鉱
山
集
落
跡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
「
上
相
川
地
区
」
が
、
平
成
25
年
３

月
27
日
に
国
史
跡
佐
渡
金
銀
山
遺
跡
に
追

加
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
上
相
川
地
区
」
は
、
16
世
紀
末
か
ら

17
世
紀
初
頭
、
相
川
金
銀
山
の
開
発
に
伴

い
成
立
し
た
鉱
山
集
落
で
、
鉱
山
都
市
相

川
の
礎
と
も
い
え
る
遺
跡
で
す
。

　

集
落
は
、
明
治
時
代
に
廃
絶
し
、
遺
跡

と
な
り
ま
し
た
が
、
今
で
も
斜
面
を
造
成

し
た
平
坦
地
や
石
垣
、
道
路
跡
・
寺
社
跡

等
が
良
好
に
残
さ
れ
て
お
り
、
上
相
川
千

軒
と
呼
ば
れ
た
江
戸
時
代
の
最
盛
期
の
様

子
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課

　

☎
63
―
５
１
３
６

　

「
竹
流
し
金
」
を
長
さ
90
㎝
・
幅
６
㎝
･

厚
さ
０
．
16
㎝�

に
叩
き
延
ば
し
た
延
金
は
、

小
判
を
仕
上
げ
る
後
藤
役
所
に
渡
さ
れ
ま
す
。

　

後
藤
役
所
で
は
、
こ
の
延
金
の
中
ほ
ど
の

両
側
に
１
か
所
ず
つ
極
印
を
打
刻
し
、
そ
の

極
印
の
間
を
切
っ
て
延
金
を
２
つ
に
分
け
ま

す
。

　

そ
の
片
方
を
、
小
判
の
基
準
と
な
る
「
手

本
金
」
と
比
べ
て
品
質
鑑
定
を
す
る
た
め
、

縦
に
15
㎝
ほ
ど
の
長
方
形
に
切
り
取
り
ま
す
。

　

別
の
片
方
は
、
中
ほ
ど
両
側
を
少
し
削
り
、

「
銅
気
改
場
」
へ
ま
わ
し
て
加
熱
し
、
表
面

を
細
く
切
っ
た
檜
の
木
切
れ
で
数
回
こ
す
り
、

燃
え
る
炎
の
色
具
合
で
銅
気
の
有
無
を
調
べ

ま
す
。
炎
が
緑
色
に
な
る
も
の
は
銅
が
混

じ
っ
て
い
る
の
で
除
か
れ
ま
す
。
合
格
し
た

も
の
は
極
印
を
打
ち
、
小
判
所
へ
ま
わ
し
ま

す
。

　

品
位
検
査
を
終
え
た
延
金
は
、
「
荒
切
」

と
い
っ
て
、
小
判
に
仕
上
げ
た
と
き
目
方
不

足
に
な
ら
な
い
よ
う
、
や
や
重
め
の
３
匁
６

分
（
13
．
５
ｇ
）
に
切
り
分
け
ま
す
。
こ
れ

を
「
荒
切
金
」
と
い
い
、
１
枚
の
延
金
か
ら

１
２
０
枚
前
後
で
き
ま
す
。

◆�

市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63
―
５
１
３
６

佐
渡
金
銀
山
絵
巻
を
ひ
も
と
く
⒄
―
後
藤
役
所
―
銅ど
う

気け

目め

利き

き

 

後
藤
役
所
の
図

　

�

延
金
に
極
印
を
打
刻
し
て
か
ら
切
り
分
け

る
（
中
央
下
）。
銅
気
を
調
べ
る
た
め
に
片

方
の
中
ほ
ど
２
か
所
を
削
り
、
檜
の
木
切

れ
で
こ
す
り
炎
の
色
を
見
る
（
左
上
）。
図

の
中
央
上
で
は
手
本
金
と
比
べ
て
い
る
。

※�

後
藤
役
所
は
、
現
在
の
相
川
病
院
の
場
所

に
あ
り
ま
し
た
。

新潟県高等学校文化連盟 
写真専門部主催

「第17回撮影大会
・佐渡大会 」
が開催されます

日時�５月23日㈭～５月25日㈯
会 場　二ツ亀周辺、国中平野、
小木方面の３か所を中心に島
内全域で実施

　県内の高校生約 350人が一
堂に集まり、佐渡を舞台に風景
や人物などを撮影する大会です。
生徒の皆さんへの暖かいお声掛
けや、被写体（モデル）のお願
いがありましたら、撮影へのご
協力をお願いします。
お問い合わせ
　市役所観光振興課
　観光振興係
　☎６３－５１１６

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
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南
蛮
エ
ビ
と
ジ
オ
の
深
〜
い
関
係

　

お
刺
身
や
握
り
寿
司
で
食
べ
て
い
る
南

蛮
エ
ビ
。甘
み
が
あ
り
プ
リ
プ
リ
と
し
た
食

感
が
美
味
し
い
で
す
よ
ね
。佐
渡
で
は
赤
泊
、

姫
津
、両
津
の
３
地
区
で
え
び
か
ご
漁
が

操
業
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、富
山
湾
で
も

水
揚
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

南
蛮
エ
ビ
は
、
水
深
２
０
０
か
ら

６
０
０
ｍ
の
砂
や
泥
の
海
底
を
好
み
ま
す
。

こ
の
環
境
は
、佐
渡
周
辺
や
富
山
湾
の
海

底
に
広
が
っ
て
い
る
海
底
地
形
そ
の
も
の
で

す
。た
と
え
ば
小
佐
渡
山
地
の
地
形
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。国
中
平
野
の
北
西
側
は
な
だ

ら
か
に
傾
斜
し
て
い
る
一
方
、南
西
側
は
急

な
斜
面
が
続
き
ま
す
。岩
首
集
落
や
片
野

尾
集
落
の
棚
田
は
、こ
の
急
な
土
地
を
利
用

し
て
作
ら
れ
、そ
し
て
、こ
の
地
形
は
そ
の

ま
ま
海
の
中
へ
と
続
い
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、

佐
渡
周
辺
の
海
底
は
陸
に
近
い
所
が
急
に

深
く
な
っ
て
お
り
、南
蛮
エ
ビ
が
好
む
環
境

が
広
が
っ
て
い
る
の

で
す
。特
に
鷲
崎
か

ら
両
津
、水
津
か
ら

赤
泊
に
か
け
て
の
海

底
地
形
は
と
て
も

急
で
、水
深
が
一
気

に
深
く
な
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
は
、佐
渡

が
地
震
で
隆
起
し

て
で
き
た「
大
地
の
し
わ
」で
あ
る
が
ゆ
え

の
こ
と
で
す
。

　

地
震
が
作
っ
た
佐
渡
の
大
地
に
、人
が
田

ん
ぼ
を
作
り
ま
し
た
。山
か
ら
流
れ
る
水
は

こ
の
田
ん
ぼ
を
潤
し
、川
を
流
れ
て
や
が
て

海
に
辿
り
着
き
ま
す
。佐
渡
の
南
蛮
エ
ビ
が

美
味
し
い
の
は
、佐
渡
の
山
か
ら
海
へ
と
豊

富
な
栄
養
が
流
れ
込
ん
で
い
る
日
本
海
に

住
ん
で
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

佐
渡
や
新
潟
で
は
、「
南
蛮
エ
ビ
」と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
が
、学
術
的
に
は
、「
ホ
ッ
コ
ク

ア
カ
エ
ビ
」と
い
い
ま
す
。全
国
的
に
は「
甘

エ
ビ
」と
呼
ば
れ
て
い
る
の
が
一
般
的
で
す

が
、築
地
で
は「
ト
ン
ガ
ラ
シ
」、糸
魚
川
で

は「
ヒ
ス
イ
エ
ビ
」、能
生
で
は「
コ
シ
ョ
ウ
エ

ビ
」な
ど
地
域
に
よ
っ
て
呼
び
名
が
異
な
る

の
は
面
白
い
で
す
ね
。ま
た
、佐
渡
で
も「
は

ね
っ
娘
」と
い
う
名
で
海
洋
深
層
水
を
用
い

て
活
き
た
南
蛮
エ
ビ
を
出
荷
し
て
全
国
の

人
た
ち
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、南
蛮
エ
ビ
か
ら
ジ
オ
パ
ー
ク
を

考
え
て
み
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
目
の
前
の

対
象
を
違
っ
た
視
点
で
見
る
と
、次
々
と
関

連
性
が
見
つ
か
り
、繋
が
っ
て
い
く
の
が
ジ

オ
パ
ー
ク
の
面
白
さ
で
す
。

◆�

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
室（
両
津
郷
土
博
物
館
内
）

　

☎
23
―
２
１
０
１

佐
渡
市
立 
二
宮
小
学
校

　

校
区
に
は
順
徳
天
皇
の
第
二
皇
女
を

祀
る
二
宮
神
社
が
あ
り
、
校
名
の
由
来

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

１
８
３
名
は
「
ゆ
た
か
に�

か
し
こ
く�
た

く
ま
し
く
」
の
教
育
目
標
の
下
、
日
々

明
る
く
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
20
日
に
は
、
創
立
１
１
０

周
年
を
記
念
し
、
植
樹
祭
を
行
い
ま
し

た
。
遊
具
広
場
の
真
ん
中
に
植
え
ら
れ

た
サ
ラ
サ
モ
ク
レ
ン
は
、
全
校
児
童
の

投
票
に
よ
り
、
「
夢
の
木
」
と
命
名
さ

れ
ま
し
た
。

　

温
か
い
日
差
し
を
浴
び
、
子
ど
も
た

ち
が
「
夢
の
木
」
に
集
い
、
楽
し
く
遊

ん
で
い
る
光
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

　

本
校
の
伝
統
あ
る
教
育
活
動
の
一
つ

に
、
青
少
年
赤

十
字
の
活
動
が

あ
り
ま
す
。
昭

和
26
年
の
赤
十

字
加
盟
以
来
、

子
ど
も
た
ち
の

「
気
づ
き
、
考

え
、
実
行
す

る
」
力
の
育
成

に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

１
学
期
に

は
、
修
学
旅

行
で
６
年
生

が
企
画
し
た

「
佐
渡
は
す

ご
い
っ
ち
ゃ

大
作
戦
・
物

産
展
」
を
万

代
シ
テ
ィ
ー

の
ど
真
ん
中
で
行
い
ま
し
た
。
佐
渡
お

け
さ
や
鬼
太
鼓
で
注
目
を
集
め
、
手
作

り
の
佐
渡
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
２
０
０

枚
を
す
べ
て
配
り
ま
し
た
。
汗
を
流
し

て
運
ん
だ
「
ト
キ
認
証
米
」
を
始
め
と

し
た
佐
渡
の
特
産
品
も
完
売
す
る
こ
と

が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
広
場

に
溢
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
の
収
益
金
は

東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
と
し
て
日
本

赤
十
字
社
に
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
学
期
に
は
、
保
護
者
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
全
校
児
童
に
よ

る
学
区
の
清
掃
活
動
「
二
宮
っ
子
ク

リ
ー
ン
作
戦
」
を
行
い
ま
し
た
。
毎
年

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
奉
仕
の
精
神
が

育
っ
て
い
ま
す
。

　

佐
渡
を
誇
り
に
思
い
、
愛
す
る
佐
渡

の
美
し
い
姿
を
保
つ
た
め
に
全
力
で
取

り
組
む
心
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
育
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

（
両
津
支
所
内
）
☎
23
―
４
８
９
８

ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
㉕

佐渡はすごいっちゃ大作戦

創立110周年記念植樹祭
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◆郷土資料を紹介します
佐
さ
藤
とう
利
とし
夫
お
著「地域学習双書Ⅷ　佐渡の歳時記」

（佐渡市教育委員会�佐渡学センター�発行）
　平成 18 年度から19 年
度にかけて、両津地区公
民館で開催された「佐渡入
門講座」の内容をまとめた
ものです。
　平成 19 年に刊行された
「地域学習双書Ⅶ　佐渡
びとの旅」の続編です。
　佐渡の年中行事や祭礼
行事にスポットを当て、各地域に伝わる行事や
祭礼、神事芸能などの意味や変遷について述べ
られています。

文学講座のお知らせ（６月開講）
日 時　毎月第１水曜日　午前10時～11時30分
会 場　中央図書館２階　講座室
講 師　坂

さか

口
ぐち

　昭
しょう

一
いち

　先生 (元佐渡高等学校教諭 )
テーマ　「伊勢物語」
お申し込み　中央図書館☎６３－２８００

★図書館協議会委員を紹介します
　図書館協議会とは、図書館の運営に関し館長の諮問に
応ずるとともに、図書館の行うサービスなどについて、館
長に対して意見を述べる機関です。
任期　平成 25 年４月～平成 27 年３月

氏　　名 職業 ･経歴 ( 地区等 )

木
き

村
むら

　和
かず

夫
お 学識経験者 ( 金井地区 )

俵
たわら

　　　建
たつる 学識経験者 ( 両津地区 )

後
ご

藤
とう

　節
せつ

子
こ 社会教育関係 ( 真野地区 )

石
いし

塚
づか

　紀
のり

子
こ 社会教育関係 ( 赤泊地区 )

佐
さ

久
く

間
ま

　雄
ゆう

二
じ 学識経験者 ( 小木地区 )

坂
さか

本
もと

　孝
たか

明
あき 学識経験者 ( 相川地区 )

桜
さくら

井
い

　美
み

帆
ほ 家庭教育関係 ( 佐和田地区 )

山
やま

郷
ごう

　美
み

由
ゆ

紀
き 家庭教育関係 ( 畑野地区 )

長
は

谷
せ

川
がわ

　敦
あつし 佐教研　中学校図書館協議会会長 ( 相川中学校 )

齊
さい

藤
とう

　文
ぶん

敬
けい 佐教研　小学校図書館協議会会長 ( 二宮小学校 )

第
26
回
真
野
地
区
芸
能
祭 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
真
野
地
区
）

　

２
月
24
日
、
真
野
ふ
る
さ
と
会
館
に
て

「
真
野
地
区
芸
能
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
学
生
に
よ
る
リ
コ
ー
ダ
ー
・
文
弥
人

形
芝
居
を
は
じ
め
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
民
謡
・

舞
踊
・
詩
吟
・
三
味
線
な
ど
３
０
０
名
を

超
え
る
観
客
を
前
に
し
て
総
勢
17
団
体
が

日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を

発
表
し
ま
し

た
。

　

出
演
団
体

が
実
行
委
員

と
な
り
、
自

ら
で
裏
方
の

運
営
を
行
う

な
ど
手
作
り

の
芸
能
発
表

会
を
行
い
ま

し
た
。
幼
児

の
滑
稽
な

ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
な
ど
が

笑
い
を
誘
い
、

ほ
の
ぼ
の
と

し
た
場
面
の

あ
る
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団
式 

　
　
　
　
　
　
　
　（
相
川
地
区
）

　

４
月
13
日
㈯
、
相
川
体
育
館
を
会
場
に

「
相
川
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団
式
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
少
年
野
球
（
相
川
・

高
千
）・
ミ
ニ
バ
ス
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

剣
道
・
空
手
の

計
６
団
体
で
80

名
が
参
加
し
、

各
団
体
の
紹
介
、

４
種
目
の
体
力

テ
ス
ト
を
行
い
、

最
後
は
全
員
で

記
念
撮
影
を
し

ま
し
た
。
種
目

は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
一
致
団

結
し
て
今
年
度

も
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

生涯学習
だより
教育委員会社会教育課

☎ 27 ─ 4185
（両津支所内）

中央図書館　☎ 63-2800

図書館だより
BOOK
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首都圏情報コーナー

第14回�産業振興フォーラム開催される
　去る２月24日、表参道・新潟館ネ
スパスにおいて「第14回産業振興
フォーラム」が開催されました。当日は
佐渡汽船の欠航というハプニングもあ
りましたが、90余名の参加というかつ
てない規模のフォーラムとなりました。
　基調講演は、パルシステム生活協同組合連合会・理
事長の山本伸司氏（旧両津市野浦出身）による「農と食
による地域活性化～佐渡との取組み～」についてお話
いただきました。パルシステムは１都９県に130万人
の顧客を持つ、カタログによる食品の宅配事業をして
いる生協組織で、共済、福祉事業も展開しています。
　講演では「農業、食を豊かにすることが、人々の生活
を豊かにする」という理念の基に、農業の復興や、農
業・食品生産者と消費者の双方を結び付けるさまざま
な活動をご紹介いただきました。なかでも東日本大震
災での支援の取組みや放射能と闘う農業の復興に向
けての活動や、食糧の自給率を高めるための活動、有
機や減農薬によるカラダにやさしく、美味しい食品の普
及への取組みなど、「農と食の豊かさを取り戻そう」とい
う氏の熱い想いと、「豊かな自然が育む佐渡の農業と
文化」を都会と結ぶ活動などをご紹介いただきました。
　第二部では観光協会の荒常務理事に、「佐渡版画村
美術館」や、「トキふれあいプラザ」など、島内でのさま
ざまな観光事業の最新情報をご紹介いただきました。
第三部の懇親会も補助テーブルを出すほどの盛況で、
参加者の
交流を深め
ることがで
きました。

（文責：佐渡市東京事務所、小路　徹）

司法書士による無料法律相談
★面談方式です。事前にご予約ください。
日時　５月 27日㈪～ 31日㈮
　　　午後１時～５時
場所　市内の各司法書士事務所
・�土地や建物の売買、贈与、相続、担保権の
設定等の手続き
・�会社・法人の設立、変更等の登記問題
・�金銭の貸し借り、借地・借家等のトラブル
の申し立て
・�多重債務者の調停、訴訟、自己破産等によ
る救済の申し立て
・�訪問販売の解約、保証人、隣地間のもめ事
等の手続き
・�家庭内の人間関係と結婚、離婚、内縁等の
問題の手続き
・遺言の方法と相続手続き
・�高齢者の今後の財産管理等（生前贈与・遺言・
負担付遺贈・死因贈与・信託・財産管理委任
契約等の手続き）
　その他、お気軽にご相談ください。
お問い合わせ
　司法書士会佐渡支部　☎ 55-3117�
　（平日午前 9時から午後 5時まで）

第35回　種火の会のご案内 
『島民の希望をつなぐ、佐渡地域医療 
　連携ネットワーク・「さどひまわりネット」』
講師　佐渡総合病院外科部長　佐藤　賢治　先生
日時　５月 21日㈫午後７時～９時
会場　佐渡総合病院２階　講堂
会費　500円（通信費・資料代・運営費に使います）
事務局　ＮＰＯ佐渡の福祉ゆい（橋本）
　　　☎０９０－１４５１－３３４５

「親子で歩く佐渡金銀山」参加者募集
　世界遺産登録候補構成資産に親しみ、学び、歴史の再発見や理解を深めていただくため、今年度１回
目の「親子で歩く佐渡金銀山」の参加者を募集します。
日時　６月９日㈰午前８時 30分～正午（雨天決行）� 集合場所　相川金山北沢地区駐車場
対象　原則として小学生とその保護者（定員 50名）� 参 加 費　無料
申込期間　５月 10日㈮～５月 24日㈮（先着順・定員になり次第締め切ります）
申 込方法　電話、ＦＡＸ、郵送でお申し込みください。その際に、参加人数と保護者の方の氏名・住所・
電話番号と小学生の氏名・学校名・学年をお知らせください。

コ ース　佐渡金山第３駐車場～無宿の墓～旧相川拘置所～京町通り～時鐘楼～旧相川裁判所～佐渡奉行
所～浮遊選鉱場跡～北沢火力発電所・インクライン～シックナー

お申し込み・お問い合わせ　佐渡市役所世界遺産推進課　☎６３－５１３６　FAX６３－６１３０
　　　　　　　　　　　　　〒９５２－１２９２　佐渡市千種２３２番地
※２回目は 10月 20日㈰に西三川地区で開催します。（９月募集予定）

山本 伸司 氏
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＊ 戸 籍 の 窓 ＊ 3.12〜 4.11届出

う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

両　津 立間 橋　本　玲　子 80 3.11
　〃 両津湊 山　口　キ　ヨ 88 3.12
　〃 歌見 平　竹　克　也 83 3.13
　〃 椎泊 名　田　テ　イ 87 3.14
　〃 岩首 佐　藤　ヨ　シ 90 3.16
　〃 両津夷 本　間　カ　ツ 95 3.16
　〃 片野尾 後　藤　清左衛門 77 3.17
　〃 下久知 安　藤　忠　彦 73 3.18
　〃 梅津 近　藤　幸　男 50 3.20
　〃 真木 松　木　茂　雄 82 3.20
　〃 片野尾 土　屋　和　朗 54 3.23
　〃 両津夷 佐　藤　正　枝 92 3.23
　〃 両津湊 尾　潟　　　清 73 3.25
　〃 城腰 仲　町　次　郎 80 3.26
　〃 両津湊 中　村　シ　ゲ 90 3.26
　〃 加茂歌代 山　本　政　未 81 3.27
　〃 両津湊 大　野　　　稔 78 3.27
　〃 玉崎 後　藤　助　次 90 3.28
　〃 両津夷新 小　島　　　進 82 3.29
　〃 上横山 藤　木　輝　男 86 4.  1
　〃 秋津 伊　藤　ひさ子 61 4.  2
　〃 岩首 佐　藤　マ　ス 91 4.  2
　〃 原黒 植　田　榮　子 85 4.  3
　〃 春日 市　橋　　　司 81 4.  5
　〃 加茂歌代 髙　野　千　里 91 4.  5
　〃 加茂歌代 清　榮　ヒ　デ 95 4.  7
相　川 高瀬 宇　田　雪　美 73 3.15
　〃 高千 京　家　千代子 80 3.23
　〃 相川一町目 古　藤　靖　隆 36 3.24
　〃 姫津 石　見　カ　ン 89 3.24
　〃 北狄 齋　藤　キ　ク 93 3.28
　〃 相川下戸村 竹　内　純　一 69 4.  1
　〃 姫津 今　井　覺　昭 85 4.  1
　〃 相川八百屋町 三　浦　五郎作 96 4.10
佐和田 上長木 大　坂　ナミ子 88 3.13
　〃 窪田 江　川　綾　乃 78 3.14
　〃 沢根 本　間　澄　子 73 3.22

佐和田 窪田 加　藤　正　一 98 4.  6
　〃 八幡 小　鷹　トシエ 88 4.  7
　〃 河原田本町 福　井　くにこ 90 4.10
金　井 金井新保 渡　邉　君　江 74 3.12
　〃 貝塚 石　井　フミヱ 75 3.13
　〃 中興 江　口　ユ　リ 84 3.19
　〃 大和 川　﨑　ミ　ツ 99 3.21
　〃 泉 野　螻　チ　エ 88 3.31
　〃 千種 仲　川　キ　ヨ 85 3.31
　〃 大和 石　塚　美智子 83 3.31
　〃 大和 石　川　フ　ジ 92 4.10
新　穂 新穂長畝 本　間　厚　子 78 3.29
　〃 新穂北方 計　良　純　一 55 3.31
　〃 新穂大野 土　屋　金　雄 90 4.  8
　〃 新穂大野 仲　村　ミチヨ 82 4.  9
真　野 真野新町 髙　原　チ　エ 79 3.12
　〃 大倉谷 金　子　喜太郎 82 3.15
　〃 豊田 金　子　シヅエ 93 3.15
　〃 真野大川 本　間　キクエ 87 3.24
　〃 四日町 滝　口　タ　ヅ 90 3.25
　〃 西三川 柳　川　一二三 97 4.  8
　〃 竹田 髙　津　タ　ネ 89 4.  9
　〃 豊田 山　路　サ　ラ 93 4.  9
小　木 小木町 伊　藤　義　忠 96 3.21
　〃 小比叡 佐々木　森　藏 91 3.24
　〃 小木町 藤　井　　　淑 82 3.27
　〃 小木木野浦 金　子　富　治 80 3.28
　〃 小木 佐　藤　ハ　ル 89 3.31
　〃 田野浦 本　間　道　子 77 4.  4
羽　茂 羽茂村山 島　倉　四　郎 88 3.13
　〃 羽茂本郷 中　原　和平治 95 3.14
　〃 羽茂滝平 金　子　好　文 95 3.19
　〃 羽茂本郷 北　嶋　明　子 72 4.10
赤　泊 杉野浦 後　藤　ト　リ 86 3.24
　〃 莚場 髙　瀬　健　一 64 3.27
　〃 三川 計　良　ト　リ 97 3.29
　〃 徳和 後　藤　文　二 84 4.  3
　〃 赤泊 信　田　武　繁 98 4.  4

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

（れいしゅん）
（れんた）
（はると）
（とおが）
（ゆい）
（シヅ）
（ゆうた）
（みお）
（せいな）
（ゆめ）
（かなめ）
（ゆら）
（ゆう）
（けいた）
（しゅう）
（しょうた）

（あんな）
（まな）
（たかひと）
（るな）
（ひまり）
（げんのすけ）
（ぜんじ）
（こはる）
（めい）
（ともゆき）
（しゅん）
（みこと）
（みなと）
（あおい）
（ななこ）
（かなは）
（あやか）

両　津 春日 清　光　羚　舜 勇人 3.11
　〃 梅津 堀　　　蓮　大 壮史 3.12
　〃 加茂歌代 市　橋　陽　斗 利之 3.14
　〃 下久知 菊　池　桃　雅 雅文 3.15
　〃 吾潟 菊　池　結　衣 晃 3.18
　〃 両津夷 加　賀　志　津 義弘 3.22
　〃 梅津 田　中　悠　太 将敬 3.29
　〃 上横山 佐　藤　光　桜 秀次 4.  2
　〃 加茂歌代 矢久保　聖　那 宏之 4.  3
相　川 北狄 北　見　結　夢 拓郎 3.  8
　〃 姫津 今　井　　　心 清 3.12
　〃 相川五郎左衛門町 渋　谷　侑　来 剛 3.20
　〃 橘 本　間　　　有 祐道 3.22
佐和田 東大通 藤　本　敬　太 哲志 3.15
　〃 東大通 渡　辺　朱　宇 星太 3.20
　〃 中原 山　田　翔　太 健太郎 3.21

佐和田 中原 池　田　杏　菜 栄 3.29
金　井 中興 関　口　真　菜 淳 3.13
　〃 千種 滝　澤　孝　仁 高宏 3.14
　〃 千種 本　間　瑠　奈 隆 3.20
新　穂 上新穂 岡　　　陽茉里 康雄 3.11
　〃 新穂瓜生屋 石　井　源之助 勇気 3.19
　〃 新穂 青　木　善　路 圭 4.  3
畑　野 多田 武　藤　小　春 豪 3.  7
　〃 目黒町 長　嶋　芽　彩 将 3.25
　〃 寺田 計　良　智　之 典孝 4.  8
真　野 真野新町 駒　形　　　准 慎也 3.23
小　木 小木大浦 西　野　　　尊 春彦 3.16
　〃 小木町 福　井　湊　斗 幹剛 3.30
羽　茂 羽茂大石 髙　津　　　碧 克彦 3.  7
　〃 羽茂小泊 加　藤　菜々子 英司 4.  5
赤　泊 赤泊 八　木　奏那春 正人 3.15
　〃 赤泊 小　橋　文　子 敞徳 3.31
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朱鷺色とうふ

●作り方
①�朱鷺色とうふは、厚めの
短冊切りにさっと湯に通
し、水気をきっておく。
②�わかめは、水でもどして
細かく切っておく。
③�キャベツは、太めのせん
切り、アスパラガスは斜
め薄切りにして、茹でて
水気をきっておく。
　�コーン缶は、水気をきっ
ておく。
④�ボウルに調味料を混ぜ合
わせておく。
　�①～③を加えて、混ぜ合
わせる。

●材料（1人分）
朱鷺色とうふ：1/2丁�
乾燥わかめ：１ｇ�
キャベツ：20ｇ�
アスパラガス：1/2本
コーン缶：10ｇ�
ごま油：小さじ2�
しょうゆ：小さじ1�
酢：小さじ1�
砂糖：少々�
こしょう：少々

朝食メニュー
●ごはん●みそ汁
●魚の塩麹焼き（佐渡
産）●朱鷺色とうふとわ
かめのサラダ（佐渡産）
●ちくわのきんぴら
●オレンジ

　学校給食では、食育の推進
と地場産物の使用拡大を目指
し『地産地消』に取り組んで
います。この日の佐渡産食材は、米、牛乳、いか、キャベツ、も
ずく、ねぎ、いちごでした。このうち、いか、キャベツ、ねぎは
地元の松ヶ崎産でした。
　松ヶ崎小・中学校では、地域の方々のご協力により年間を通じ
て、海産物、野菜、果物などの松ヶ崎産食材を活用することがで
きます。また、月１回、海洋深層水の日を設けて、ごはんやみそ
汁に使用しています。
　昨年度から小中連携校となり、小学校の児童と中学校の生徒、
教職員が一緒にランチルームで給食を食べ、給食の準備や後片付
けも、みんなで協力しあっています。
　お誕生日会食をはじめ、季節に応じたお花見会食やこいのぼり
会食などの行事会食を通じて、全校で楽しい給食の時間を過ごし
ています。また、学校では給食
を通して、食べる時の姿勢やは
し・食器の持ち方など、食事の
マナーについて興味や関心が高
まるよう指導しています。

給食の様子

ごはん、牛乳、いかの竜田揚げ、切干
大根のごまずあえ、もずくと卵のスー
プ、いちご

　椎野さんがとうふを作り始
めたのは 28年程前からで、知
識も経験もない状態からのス
タートだったそうです。「とう
ふ作りに先入観がないのがよ
かった」とのこと。
　「朱鷺色とうふ」を作った
きっかけは、椎野さんが「８

人の侍」と呼ぶ「農商工連携プロジェクト」で出た「とうふ
にトキの色をつけられないか」との意見からで、「自分一人
では作れなかった」そうです。トキ色はいろいろな赤いもの
で試行錯誤をして「天然の紅麹 ( こうじ ) 菌の色素」にたど
り着きました。佐渡産大豆を 100％使用することにもこだ
わっているそうです。まだまだ多くの新商品のアイデアがあ
るそうで、仲間と一緒にアイデアを出し合いながら新商品を
開発して、佐渡を活性化させたいと笑顔でおっしゃいました。
おすすめの食べ方は、揚げ出しどうふ、炒め物、白和えやス
テーキなどだそうです。

朱鷺色とうふ職人
椎野　春城さん（相川下戸町）

食育 元気
笑顔まるごと！
シリーズ

簡単！朝食レシピ 朱鷺色とうふと
わかめのサラダ

松ヶ崎小学校
松ヶ崎中学校

⑭

とれたて！

旬の仕事人
〜地産地消で佐渡を元気にしよう！〜

イチオシ
学校給食
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市の面積　855.33㎢（平成23年10月1日）　市の海岸線280.6km（平成22年3月31日）

佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、観光
イベント情報、くらしの情報、島外イベント情報
アドレス�psc1.sado@fofa.jpに空メールを送る
と、仮受付メールが返信されますので、案内にし
たがって本登録してください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必ず
「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ 市役所地域振興課（情報政策係） ☎63─5139

ＣＮＳテレビ（佐渡市ケーブルテレビ）
さどチャン　佐渡市情報番組	 毎週月～金曜日　17：00放送
　　　　　（再放送）19：30、21：00、22：00、23：00、翌日6：30
週末特別番組　毎週土・日曜日　8：00、15：00、22：00放送
　島内で開催された講演会や発表会などの模様を放送します。
＊＊お知らせ＊＊　CNSテレビでは、デジタル放送をアナログ放送に変
え、アナログテレビでも視聴できるデジタル変換放送を行っています。
デジタル変換放送は平成27年3月末で終了しますので、デジタル対応
テレビ等のご準備はお早めにお願いします。
お問い合わせ先
　佐渡市情報センター室（真野行政サービスセンター内）☎51-2030

第13回 �はんが甲子園（ 全国高等学校
版画選手権大会）審査結果

　３月20日㈬から22日㈮まで佐渡市相川体育館を会場に熱戦が繰り広げられた、「第13回全国高等学校版画
選手権大会」が無事終了しました。３月23日㈯の閉会式に先立ち審査会が行われ、審査結果は以下のとおりとな
りました。各賞の審査は、審査委員長の㈳日本版画協会理事�星野美智子氏と㈳日本版画協会運営委員�菱田俊子
氏、㈳佐渡版画村理事長�高橋保氏により行われました。

第13回 はんが甲子園　審査結果
賞名 学校名 タイトル

文部科学大臣賞 埼玉県立熊谷女子高等学校 時を越える佐渡
中 小 企 業
庁 長 官 賞 島根県立益田高等学校 地蔵に託された想いと 

希望の光
新 潟 県 知 事 賞 広島市立安佐北高等学校 愛しき佐渡牛　ここにあり
佐 渡 市 長 賞 島根県立安来高等学校 手をつないで
佐 渡 版 画 村 賞 島根県立大社高等学校 つむがれてきたものたち
審 査 員 奨 励 賞 青森県立弘前実業高等学校 願
審 査 員 奨 励 賞 新潟県立相川高等学校 先人たちの贈り物
審 査 員 奨 励 賞 福井県立藤島高等学校 舞い続ける
審 査 員 奨 励 賞 東海大学付属翔洋高等学校 時のさきおり
審 査 員 奨 励 賞 静岡県立浜松江之島高等学校 未来へ続く道
審 査 員 奨 励 賞 大阪信愛女学院高等学校 三本杉に学ぶ
審 査 員 奨 励 賞 鳥取県立倉吉東高等学校 佐渡時波
審 査 員 奨 励 賞 島根県立出雲商業高等学校 継ぐ
審 査 員 奨 励 賞 高知学芸高等学校 伝統をつないできたもの文部科学大臣賞

埼玉県立熊谷女子高等学校

左から、中小企業庁長官賞：島根県立益田高等学校、新潟県知事賞：広島市立安
佐北高等学校、佐渡市長賞：島根県立安来高等学校、佐渡版画村賞：島根県立大
社高等学校の作品


